
市
長
　み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
連

日
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
。
熱
中
症

な
ど
に
気
を
つ
け
て
、
８
月
を
元
気

に
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
今
月
の
市
長
の
ふ
れ
あ
い

訪
問
は
「
川
口
市
健
康
・
生
き
が
い

づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
議
会
」の

み
な
さ
ん
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
は
じ
め
に
、こ
の

協
議
会
は
ど
ん
な
趣
旨
で
、い
つ
ご

ろ
設
立
さ
れ
た
の
で
す
か
。

中
尾
　
来
る
べ
き
超
高
齢
化
社
会

に
向
け
た
生
き
が
い
づ
く
り
の
支

援
の
た
め
、平
成
３
年
か
ら
、健
康・

生
き
が
い
開
発
財
団
が「
健
康
生

き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」を

養
成
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
平

成
14
年
に
市
内
の
資
格
者
が
協
議

会
を
作
り
、
高
齢
者
福
祉
の
分
野

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

市
長
　今
年
で
12
年
目
に
な
る
の

で
す
ね
。
協
議
会
は
現
在
何
人
お

ら
れ
る
の
で
す
か
。

若
林
　
毎
年
少
し
ず
つ
増
え
て
、

現
在
は
41
人
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

市
長
　ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
取

得
は
大
変
で
す
か
。

高
城
　
４
日
間
の
研
修
を
受
け
筆

記
試
験
も
あ
り
ま
す
。

倉
田
　
取
得
し
て
10
年
ほ
ど
に
な

り
ま
す
が
、
当
時「
生
き
が
い
」と

い
う
課
題
で
書
き
ま
し
た
。

中
尾
　
大
変
で
す
が
高
齢
者
の
こ

と
を
体
系
的
に
学
べ
る
よ
い
機
会

で
す
。

市
長
　資
格
を
取
ろ
う
と
思
っ
た

の
は
、
ど
ん
な
き
っ
か
け
か
ら
で
す

か
。
　

伊
勢
谷
　
広
報
か
わ
ぐ
ち
の
養
成

講
座
参
加
者
募
集
記
事
を
見
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。

市
長
　そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

若
林
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

の
開
設
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
４
年

目
と
な
る
今
年
は
、
11
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
４
日
間
、
か
わ
ぐ
ち
市

民
パ
ー
ト
ナ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
開

講
し
ま
す
。

高
城
　
重
度
身
体
障
害
者
の
養
護

施
設
を
毎
月
慰
問
し
、
オ
カ
リ
ナ

の
演
奏
や
、ふ
れ
あ
い
音
楽
体
操
で
、

み
な
さ
ん
の
生
き
る
力
を
引
き
出

し
て
い
ま
す
。

鎌
田
　
芝
富
士
公
民
館
で
高
齢
者

を
対
象
に
さ
わ
や
か
サ
ロ
ン
を
開

催
し
て
、
座
っ
た
ま
ま
筋
ト
レ
が
で

き
る
音
楽
体
操
や
懐
か
し
の
歌
を

歌
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

市
長
　私
は
家
を
出
ま
し
ょ
う
と

呼
び
か
け
て
い
る
の
で
す
が
、
き
っ

か
け
が
な
い
と
出
に
く
い
で
す
よ
ね
。

鎌
田
　
え
え
。
毎
回
40
〜
50
人
が

集
ま
っ
て
く
れ
て
、み
な
さ
ん
と
て

も
喜
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

倉
田
　
私
は
、
盛
人
大
学
に
今
年

か
ら
新
設
さ
れ
た「
健
康
生
き
が

い
づ
く
り
」講
座
で
、
出
席
確
認
や

資
料
配
布
な
ど
、
講
座
運
営
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
谷
　
２
本
の
ス
ト
ッ
ク
を
使

う
足
腰
に
優
し
い
全
身
運
動「
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」の
普

及
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
川

口
を
発
祥
の
地
と
し
て
広
め
た
い

で
す
。

市
長
　い
ろ
い
ろ
活
動
さ
れ
て
い
る

の
で
す
ね
。

中
尾
　
市
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
も
参
加
し
、
来
場
者
に
生
き

が
い
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
相

談
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

市
長
　み
な
さ
ん
自
身
も
健
康
に

な
る
の
で
は
。

高
城
　
は
い
。
参
加
し
た
か
た
が

笑
顔
で
一
所
懸
命
に
歌
っ
て
い
る
姿

を
見
る
と
、
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

市
長
　健
康
生
き
が
い
づ
く
り
を

教
え
な
が
ら
自
分
も
も
ら
う
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
、
今
後

の
抱
負
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

中
尾
　
さ
わ
や
か
サ
ロ
ン
は
今
後

市
内
各
所
で
開
催
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、こ
の
協
議
会
は

設
立
し
て
12
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

会
員
が
高
齢
化
し
て
い
ま
す
の
で
、

若
い
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
長
　30
代
40
代
で
も
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
な
れ
る
の
で
す
か
。

中
尾
　
は
い
、
年
齢
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

市
長
　こ
う
し
た
活
動
に
よ
っ
て
、

い
か
に
病
気
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
、

健
康
づ
く
り
、
か
ら
だ
づ
く
り
、
生

き
が
い
づ
く
り
の
輪
を
広
め
て
い
く

こ
と
が
非
常
に
有
意
義
だ
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

市長のふれあい訪問
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川口市健康・生きがいづくり
アドバイザー協議会

中高年齢者の在職中とリタイア後の健康生きがいづくりを支援するため、健康・生
きがい開発財団が養成する「健康生きがいづくりアドバイザー」。平成14年４月に
このメンバーにより設立され、“生きがいは与えられるものではなく、自ら実現して
いくもの”との視点で、「障害者施設慰問」や地域の絆づくり「さわやかサロン」の開
催など、中高年齢者の健康生きがいづくりに取り組む「川口市健康・生きがいづくり
アドバイザー協議会」のみなさんを岡村市長が訪問。活動内容などを聞きました。

2013.8広報かわぐち
アドバイザー資格に関する問い合わせ…協議会事務局長　渡辺　i048-284-5275

帰宅途中の女性や一人暮らしの
女性は犯罪被害に遭うリスクが高まりま
す。夜間に帰宅するときや自宅での安全対
策について、もう一度確認
してみましょう。
○夜間帰宅時の安全対策
・夜間の一人歩きは、
　なるべく避けましょう。
・遠回りでも、人通りが多く明るい道を通
りましょう。
・歩きながらの携帯電話やメール、
　ヘッドホンなどはやめましょう。
・防犯ブザーなどを持ち歩き、すぐに使え
る状態にしておきましょう。

○自宅での安全対策
・突然の訪問者には、すぐドアを開けず、
ドアチェーンをかけたまま対応しましょ
う。
・外から見えるところに下着を干さないよ
うにしましょう。
・郵便受けの表札には、フルネームの表示
は避けましょう。
・帰宅時は、必ず周囲を確認してから家に
入りましょう。

g防犯対策室　A048-242-6361

282012.8広報かわぐち9

女性を犯罪から
　　守る安全対策

■ビスフォスフォネート系薬剤
　関連顎骨壊死について

●手足口病の流行に注意しましょう

　ビスフォスフォネート系薬剤（BP剤）は骨粗鬆症の第一選択薬
です。他には、がんの骨転移、高カルシウム血症などの治療に用
いられています。BP剤投与された方にのみ顎骨壊死がとてもとて
も稀に発症します。ビスフォスフォネート系薬剤関連顎骨壊死

（BRONJ）と呼ばれます。
　顎骨壊死とは、顎の骨が化膿した状態で、腫れ、痛み、膿み、
骨露出、時に病的骨折などの症状を呈します。
　抜歯処置を受けた後や汚れた歯にBRONJは発症します。有効な
治療法はなく、治りにくいのが現状です。現時点では発生を予防
することが効果的です。
　まず、BP剤で治療中そして予定の方は、BP剤のことをかかりつ
け歯科にお伝え下さい。そこで歯科口腔管理（ブラッシング指導、
歯石の除去など）を受け、続けて下さい。
　BP剤投与予定の方は、その処方主治医と相談され、時間的余裕
があれば、抜歯すべき歯をこの機会に抜かれてからBP剤を始めら
れて下さい。
　BP剤で治療中の方は、抜歯が必要な時、心配な症状がある時に
は、必ずかかりつけ歯科か歯科口腔外科で相談されて下さい。
　大切なことは、自己判断でBP剤をかってにやめないこと。BP剤を
中断すれば大腿骨折、骨転移などのリスクは増えます。それに比
べればBRONJ はとても小さな事象です。投与開始前の歯科受診、
そして日常のお口のお手入れがBRONJの発生の予防となります。

防犯防犯

宮
塚
　文
子
さ
ん

（
芝
樋
ノ
爪
2
）

川口市立医療センター
　　　はら　 　　　　　　あきら

　 　 　 が っ こ つ 　え 　し

歯科口腔外科部長 原　　彰

み
や
つ
か
　
　
ふ
み
　こ

洋
裁
師

日
本
の「
も
の
づ
く
り
」を

世
界
に
証
明

　
昭
和
34
年
３
月
、
米
国
の
玩
具
会
社

マ
テ
ル
社
か
ら
当
時
と
し
て
は
画
期
的

な
人
形
が
発
売
さ
れ
た
。
ス
マ
ー
ト
な

容
姿
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ド
レ
ス
を
着
せ
替
え

る
こ
と
が
で
き
る
人
形
「
バ
ー
ビ
ー
」
だ
。

　
実
は
デ
ビ
ュ
ー
当
時
は
日
本
製
。
マ
テ
ル
社
は
、

製
造
原
価
の
低
い
日
本
を
生
産
拠
点
に
選
び
、
玩
具

製
造
問
屋
に
生
産
を
依
頼
。
そ
の
会
社
に
バ
ー
ビ
ー

の
ド
レ
ス
係
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
女
学
校
卒
業

後
、
母
か
ら
「
手
に
職
を
つ
け
た
ら
」
と
始
め
た
の

が
洋
裁
だ
っ
た
。
経
験
は
な
い
が
、
の
め
り
込
む
性

格
も
手
伝
っ
て
人
一
倍
勉
強
し
、
洋
裁
が
面
白
く
な

っ
て
き
た
こ
ろ
だ
っ
た
。「
面
接
で
は
小
さ
な
服
を

つ
く
っ
た
け
ど
、
そ
の
と
き
は
ま
だ
人
間
の
服
を
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
よ
」
と
振
り
返
る
。

　
採
用
後
は
、
米
国
か
ら
来
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
シ
ャ

ー
ロ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
女
史
と
帝
国
ホ
テ
ル
の
一

室
で
ド
レ
ス
の
研
究
・
開
発
を
す
る
こ
と
に
。
ホ
テ

ル
で
は
９
時
か
ら
17
時
ま
で
、
そ
の
後
日
本
橋
の
会

社
に
戻
り
作
業
を
続
け
川
口
の
自
宅
に
終
電
で
帰

宅
。
家
で
翌
朝
５
時
ま
で
作
業
し
て
２
時
間
寝
る
。

そ
ん
な
生
活
が
１
年
間
続
い
た
。「
ド
レ
ス
係
は
私

一
人
。
使
命
感
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
家
で
は
母
に

心
配
を
掛
け

ま
い
と
布
団

の
中
で
作
業

し
た
り
し
て

ね
。
忙
し
か

っ
た
け
ど
毎

日
が
楽
し
か

っ
た
わ
」
と

ニ
コ
リ
。
試

行
錯
誤
の
末
、
22
セ
ッ
ト
の
ド
レ
ス
と
１
着
の
水
着

が
完
成
。
世
界
お
も
ち
ゃ
シ
ョ
ー
で
は
絶
賛
を
浴

び
、
発
売
さ
れ
る
や
世
界
中
の
人
々
の
ハ
ー
ト
を
つ

か
ん
だ
。「
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
わ
」。

　
ジ
ョ
ン
ソ
ン
さ
ん
が
帰
国
し
、
工
場
責
任
者
を
任

さ
れ
て
ま
も
な
く
結
婚
し
退
社
。
夫
と
人
形
服
専
門

の
縫
製
会
社
を
設
立
し
て
色
々
な
人
形
服
を
手
が
け

た
。
今
は
縫
製
か
ら
引
退
し
「
バ
ー
ビ
ー
を
上
手
に

撮
り
た
い
」
と
趣
味
で
写
真
を
始
め
た
。
一
緒
に
暮

ら
す
猫
の
名
は
ケ
ン
。
バ
ー
ビ
ー
の
恋
人
の
名
前

だ
。
今
で
も
バ
ー
ビ
ー
を
愛
し
て
や
ま
な
い
。

　「
も
の
づ
く
り
」
日
本
の
底
力
を
、
世
界
に
証
明

し
た
人
が
川
口
に
い
る
と
い
う
こ
と
を
誇
ら
し
く
思

う
。（
卓
）

ひ
と

すこやか生活習慣 ワンポイントアドバイス健 康ガ イ ド
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　手足口病は、夏に多い風邪の一種で患者報告数が７月上旬から増
え始めています。子どもによく見られる病気ですが、大人にも感染し
ます。今後、流行の拡大が予想されますので注意が必要です。

　●手足口病とは
　手のひら・足の裏・口の中などに水泡性の発疹ができる感染症で
す。また、軽い発熱と食欲不振・不快感・のどの痛みを伴うこともあり
ます。手足口病は、重症になることは少なく、多くの場合７日～１０
日で治りますが、まれに、髄膜炎などを伴うことがあります。
　感染経路は、飛沫感染、接触感染、経口感染（便の中に排泄されたウ
イルスが口に入って感染する）が知られています。特に、乳幼児が集
団生活をしている保育施設や幼稚園などでは、子どもたち同士の生
活距離が近く、衛生観念がまだ発達していないため、施設の中で手足
口病の患者が発生した場合には、集団感染が起こりやすいです。

　●手足口病を予防するためには
　手をよく洗うことと排泄物をきちんと
処理することが大切です。患者の便には、
１カ月ほど病原体のウイルスが出ている
可能性があります。特に乳幼児のオムツ
を替えた後などは、よく手を洗いましょ
う。また、ウイルスが付着する可能性があ
るので、タオルは別々のものを使いま
しょう。

ほっしん

ひまつ


